
製品写真 施工例

概　要
　プレキャストL型擁壁と転落防止柵用の基礎を一体化させ
た擁壁。従来のコンクリート擁壁と基礎用のコンクリートブ
ロックを別に設ける施工方法とは異なり一度で設置できるた
め、工期短縮や施工性の向上が期待できる。
　天端勾配も自在に調整可能で、天端フラットタイプの
FEL-WF（フラット製品）と、天端勾配タイプのFEL-WS（ス
ロープ製品）がラインアップされている。

特　長
１．工期短縮・施工性向上
転落防止柵（歩行者自転車用：種別P）が取り付けられる
基礎穴付きのため、基礎用のコンクリートブロックの設置
が不要で、工期短縮と省力化による施工性の向上が図れる。
２．用地の有効活用
擁壁天端が転落防止柵の支柱基礎構造を兼ねているため、
構造物の設置幅を最小限に抑え、用地を有効活用できる。
３．新道路土工擁壁工指針（平成24年度版）に準拠
最新の設計指針に準拠して部材厚および鉄筋のかぶり厚の
規格を見直し、新たな設計による検証に対応可能。
４．「防草タイプ」にも対応
切り欠きを付けた防草タイプも製造可能。擁壁天端と舗装
との境目の除草作業が不要となるため、除草経費の削減と
道路の美観維持を実現できる。

従来技術との比較
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従来技術（左）の場合、L型擁壁の
背面に転落防止柵用の基礎を現場打
ちするため工期が長引いてしまう。
本技術（右）では転落防止柵用の基
礎が一体となっているため、施工手
間を削減できるほか用地幅も少なく
て済むという利点がある。

従来技術 本技術

広々

フェンス（種別P）取付図

フェンス穴処理図

施工例（歩道部から） 天端勾配製品（WS）の施工例
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網部

網部一体ふとん籠 施工実績

概　要
１．本工法は、沢地・集水地形補強土壁として盛土内地下水

位低下にて信頼性の高い工法である。

２．本工法は、高盛土補強土壁としてふとん籠と一体となっ
た壁面強化材等にて剛性が高く信頼性の高い工法である。

特　長
１．沢地・集水地形における背後からの浸透水また想定外降

雨量等の盛土内地下水位の上昇を防ぐことにより、盛土の
安定化を図る。

２．栗石・ふとん籠とそれに連結された補強材による壁面部
の剛性により、高盛土可能である。

　（インドシッキム空港　2018.10開港、30m高、壁面勾配1：
0.1、耐震設計　GROUND ENGINEERING AWARD :

　International project of the year 2012受賞）

３．ガルファンメッキ＋PoliMac@コーティングにより、耐
腐食・耐酸性等問題なく、120年の耐久性を有する。

本工法適用例　沢地・集水地形

【テラメッシュ・ハイブリッド工法(TMHB)】
テラメッシュ：網部一体ふとん籠
ジオシンセティックス：盛土補強材

特集–80／土木工事／共通工

中国横断自動車道時重トンネル工事（NEXCO西日本）
最大壁高8.5ｍ、壁面勾配1：0.5

網部

網部

TMHBの耐震性
1/10モデルによる振動実験
壁面勾配1：0.1、高さ18段、ジオシンセティックス600㎜配置
加振：神戸波　振幅調整100galずつ段階加振
800galを４回加振しても崩壊することはなく、性能３を確保

800gal―２回目：加振後のTMHBの変形状況シッキム空港
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最大壁高8.5ｍ,壁面勾配1：0.5

テラメッシュ・ハイブリッド工法(TMHB)

補強材一体ふとん籠

本工法適用例 沢地・集水地形

 

　テラメッシュ：補強材一体ふとん籠

　ジオシンセティックス：盛土補強材

概　要

①　本工法は，沢地・集水地形補強土壁として盛土内地下水位

　低下にて信頼性の高い工法である。

②　本工法は，高盛土補強土壁としてふとん籠と一体となった

　壁面強化材等にて剛性が高く信頼性の高い工法である。

特　長
①　沢地・集水地形における背後からの浸透水また想定外降雨

　量等の盛土内地下水位の上昇を防ぐことにより，盛土の安定

　化を図る。

②　栗石・ふとん籠とそれに連結された補強材による壁面部の

　剛性により，高盛土可能である。

　（インドシッキム空港2018.10開港,30m高,壁面勾配1:0.1,

　耐震設計．GROUND ENGINEERING AWARD:International

  project of the year 2012受賞)

　

③　ガルファンメッキ＋PoliMac＠コーティングにより，耐腐食・耐

　酸性等問題なく，120年の耐久性を有する。

　

シッキム空港

盛土

排水層

テラメッシュ

（補強材一体
ふとん籠）

ジオシンセティックス
補強材

地下水位低下
盛土補強

PoliMac＠コーティング

　TMHBの耐震性

　1/10モデルによる振動実験

　壁面勾配1:0.1，高さ18段，ジオシンセティックス600mm配置

　加振：神戸波　振幅調整100galずつ段階加振

　800galを4回加振しても崩壊することはなく，性能3を確保．

800gal-2回目：加振後のTMHBの変形状況
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